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『狭間世界』シーン表（１Ｄ６）

１
先端に炎揺らめく尖塔に登る。炎の向こう、見えるのは年

端も行かぬ少女を内包する珠だ。

２
白い大地を歩いていく。足跡は刻んだ傍から消えていって、

何も残らない。

３
見上げれば不自然に整った白い雲が広がっている。風すら

吹く気配がない。

４
大地と空の白、揺らめく炎以外には、ほか2人の魔法少女の

色彩しかないため、彼等はよく目立つ。

５
どれだけ走っただろうか。しかしそれを教えてくれるもの

はおらず、最初の場所に戻ってきてしまっている。

６ どうしてこんなことになってしまったのだろうか。尖塔の頂、
珠の中で愛娘が揺らいでいる。


